


の概況およびその前後の経過を報告致します。

アイスランドは大西洋中央海嶺上に生 じた火山

島で,多数の興味ある火山が存在する。福山,柵

山両君はこれまで主として日本列島の火山の研究

を行って来たが,両君は更に日本列島のような島

弧と対照的な海嶺上の火山との比較,特に火山の

形態,噴火様式,噴出物の性質等の比較研究を行

うこと,および以下のような岩石学的研究のため

の岩石試料を採取することを目的として今度の調

査旅行を計画した。すなわち,福山君は北米セン

トヘレンズ火山の1980年の噴出物について高温・

高圧下で実験を行い, もとのマグマの含水量を推

定したが,同様の実験をアイスランドのヘクラ火

山とアスキア火山の噴出物についても行い,海嶺上

に噴出するマグマ中の水の量を推定することを意

図していた。また,柵山君は日本列島の火山でマ

グマの混合によって生じた火山岩の存在を初めて

明確に示したが,それと同様な火山岩がアスキア

火山に知られているので,その岩石を採取し同君

独自の方法によって研究することを意図していた。

福山,柵山両君は本年春頃より今度の調査旅行

の計画をたて始めた。福 山君は昨年 9月 より米

国ワシントン市のカーネギー研究所において,ま

た,柵山君は一昨年の 9月 より英国サウサンプト

ン大学において岩石学の研究を行う為にそれぞれ

出張中であったので,両君は主として書簡によっ

て連絡を取り合って計画をねった。そして福山君

はカーネギー研究所の研究の一環として,ま た柵

山君は,サ ウサンプトン大学での研究が終了した

ので本学部地質学教室の岩石研究室の研究の一環

として本調査を行うことになった。堀越君は,福

山君の甥にあたり,地質学に強い興味を持ってお

り本調査に参加することになった。調査の予定期

間は8月 3日 ～11日 であった。

柵山君は, 8月 2日 ロンドンを発って 3日 0時

過ぎにレイキャヴィクに到着し一泊した。福山君

は,堀越君とともに8月 2日 ニューョークを発っ

て 3日朝 6時半頃レイキャヴィクに到着し柵山君
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と合流した。 3人は午前10時頃レイキャヴィクに

おいてジープを借りた。その後ただちに調査に出

発する予定であったが,ニ ューヨークからの荷物
の到着が遅れたために出発は同日の夜になった。

なお, 3人 は夜 9時頃,福山君の友人であるアイ

スランド大学のヤコブソン博士宅を訪問している。

しかし,同氏は不在であったため面会は出来なか
つた。それ以後の 3人の行動とルートは目撃者の

証言および遺品の中から発見されたフィルムに基

づいたものである。(図 1)

3人は 3日 夜, レイキャブィクの東約30師のテ

ィングバラバ トンという湖の近くでキャンプした。

4日 は,同湖附近の枕状溶岩の観察をし,ゲイジ
ルの間欠泉を見て,ヘクラ火山附近まで行った。
5日 は,ヘクラ火山とその噴出物の観察および岩
石試料の採取を行った。 6日 はミルダルス氷河の

末端を通過し,火山活動の盛んな中央帯南部のラ
カギガルを調査した。そこで 3人を目撃した人が

いる。その後ヴァトナ氷河の南側のどこかでキャ

ンプした。 7日 は,ア イスランドの東端をまわっ

て,フ サヴィクの南約40bに あるミヴァトンとい

う湖附近まで行った。 8日 は, ミヴァトン附近で

種々の火山噴出物を観察した。

正午頃福山君は,ア イスランド大学のヤコブソ

ン博士の研究室に電話で, “調査は順調にいって

いる。多くの興味ある岩石試料を採取することが

出来た。と報告している。その後 3人はヘルデブ

レイド火山の東側を通過してアスキア火山に向い,

同火山附近でキャンプした。 9日朝,同火山の ド
レキの山小屋で管理人が 3人を見ている。その日

はアスキア火山で調査および岩石試料を採取し,

アスキア火山南東でキャンプした。ここでも3人

を目撃した人がいる。10日朝, 3人 はアスキア火

山を出発し西へ向った。途中, 3人がジープで走

っているのを同方向に旅行する人に,ま た,事故

現場から約 3肺東のゲイサバ トンの山小屋の前を

正午過ぎに通過するのを管理人に日撃されている。

3人の乗ったジープはリュプナブレッククヴィ

スル川を渡渉しようとした。対岸には道路の延長

が明瞭に見えていた。しかし, この川は,当 日お

よび前日の異常高温 (約 15℃ )に よリヴァトナ氷

河が多量にとけて異常に増水していた。深さは約

1.8πであった (通常は lπ以下)。 また,こ の
川は氷河に発する川特有の褐色不透明の水のため

川底は全く見えなかった。水温は 0℃に近かった。

ジープは川に進入した直後に流され,その後すぐ

浸水して沈み,川底を転がりながらさらに流され

たと考えられる。堀越君は,その途中でジープよ

り脱出し,渡渉地点から約 1502下流で東岸に上

陸し,足の骨折のため腕の力で這って約 300π離

れた道路際まで達した。福山,柵山両君はジープ

から脱出した後死亡したか,あ るいは車中で死亡

した後流し出されたか不明である。 ジープは渡渉

地点から約 300π下流で岩にひっかかって上下転

倒した状態で停止した。

午後 5時頃, 2人のアイスランド人が現場附近

を車で通りかかり,堀越君を発見,さ らに下流で

ジープも発見した。 2人は直ちにゲイサヴァトン

の山小屋に急報し,救援を要請するため無線通信

が可能なヘル ドブレイドの山小屋に向った。ゲイ

サヴァトンの山小屋のバル ドゥール 0シ グルード

ソン氏一家 4人は現場に毛布と湯を持って急行し

たが,残念ながら堀越君はすでに死亡していた。

死因は疲労・ 凍死であった。不運なことに当日午

後寒冷前線が通過して気温が急激に低下し,雹が

降った。シグルードソン氏はジープをロープで固

定し,車中を調べたが人も物も残っていなかった。

11日午前 3時頃,ヘル ドブレイドの山小屋から

無線で事故の第一報がアイスランド各地に伝えら

れた。無線通信により,事故現場から約 100肺西
のニイダルーア附近を通行中であった自動車と連

絡がとれ,同地の山小屋の宿泊者を起した。彼等

は現場に向い,H日午前 6時半 L」i現場に到着した。
一方,現場附近を管轄するフサヴィク警察は無線

連絡を受け,直ちに同地のガルダール救助隊を召

集した。11日朝,フ サヴィク警察の所長は救助隊

7人 と共に現場に向けて出発した。

午前 9時頃,福山君の遺体が現場から約 5肺下
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流の滝の直上の川の西岸で発鼻された。午後1時

にフサブィク警察の所長らは現場に到着し,遺体

および遺品の検査,各所への連絡を行つた。午後

8時頃ジープ, 2人の遺体および遺品等を回収し

てフサヴィクヘ向った。

12日 にミヴァトンおよびバルダーダルーアの救

助隊が召集され,下流一帯を広く捜索し,午後 5

時過ぎに事故現場から約15肺下流で柵山君の遺体

以上が,今回の事故およびその前後の経過の概

況です。今回の事故は異常気温により数十年間で

初めてという川の増水のために1起った不運な遭難

事故であり,現地の川の状態をよく知っていなけ

れば避け得なかったものと思われます。今回の事

故で 2人の優秀な火山学者および将来有望なひと

りの青年を失い誠に痛恨の極みです。また,遺さ

れた御家族のお歎きは如何ばかりかと心からお察

し申し上げます。

今回の事故に関し,多 くの方々にいろいろと御

を発見した。 3人の遺体は,い ったんフサヴィク

の病院に安置され検査された後レイキャヴィクに

運ばれた。

15日 , レイキャヴィクの教会において,福山,

柵山,堀越三家の御遺族その他出席者のもとに葬

儀が行われ,その後火葬された。葬儀においてア

イスランド大統領の弔辞が届けられた。

心配,御迷惑をおかけいたしました。また,多く

の方々の温い御援助,御協力をいただき関係者の

ひとりとして深く感謝いたしております。とくに,

平野総長,江上理学部長,有馬評議員,石渡事務

長,および神戸事務長補佐の方々には
二方なら

ぬお世話になりました。さらに葬儀および慰霊祭

には学部長をはじめ理学部の各教室から丁重な弔

意および御援助をいただきました。ここで改めて

厚く御礼申し上げます。なお,遺体と遺品の捜索,

回収に献身的な労をとられたアイスランドの救助

図 2.事故後引き上げられたジープ。事故現場より約 300れ下流。後は
リュプナブレッククブィスル川
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